
                          

                          

           

今
年
（
平
成
二
十
七
年
）
の
四
月
か
ら
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
木

曜
時
代
劇
に
お
い
て
、
米
沢
を
舞
台
と
す
る
時
代
劇

「
か
ぶ
き
者 

慶
次
」
が
、
一
一
回
に
わ
た
り
放
映
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
影
響
で
、
前
田
慶
次
が
晩
年
に
過
ご

し
た
米
沢
市
堂
森
を
中
心
に
、
多
く
の
歴
史
愛
好
家
や

観
光
客
か
ら
米
沢
を
訪
ね
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

米
沢
市
の
観
光
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
「
上
杉
の
城

下
町
よ
ね
ざ
わ
」
で
、
戦
国
の
名
将
上
杉
謙
信
を
家
祖

と
す
る
上
杉
家
が
治
め
た
城
下
町
で
あ
り
、
上
杉
家
や

家
臣
が
登
場
す
る
大
河
ド
ラ
マ
も
数
多
く
放
映
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
米
沢
で
誕
生
し
た
伊
達
政
宗
を
描
い

た
「
独
眼
竜
政
宗
」
は
、
大
河
ド
ラ
マ
歴
代
一
位
の
視

聴
率
で
し
た
。
こ
う
し
た
米
沢
に
関
連
す
る
大
河
ド
ラ

マ
や
時
代
劇
と
、
地
域
の
歴
史
の
調
査
・
研
究
を
担
当

す
る
郷
土
資
料
担
当
（
往
時
は
市
史
編
さ
ん
室
）
と
の

関
わ
り
合
い
や
、
影
響
等
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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大
河
ド
ラ
マ
・
時
代
劇
と
米
沢 

た
市
立
米
沢
図
書
館 

郷
土
資
料
担
当 
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「
か
ぶ
き
者 

慶
次
」
と
台
本
チ
ェ
ッ
ク 

 

「
か
ぶ
き
者 

慶
次
」
の
脚
本
は
小
松
江
里
子
氏
で
、

原
案
は
火
坂
雅
志
氏
で
す
。
火
坂
氏
は
慶
次
の
小
説
を 

執
筆
中
に
病
気
と
な
り
、
五
八
歳
で
急
逝
さ
れ
、
「
原

案
」
と
な
り
ま
し
た
（
御
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
）
。

そ
の
火
坂
氏
が
取
材
に
米
沢
を
訪
問
さ
れ
た
の
は
、
昨

年
九
月
末
の
こ
と
で
、
堂
森
の
慶
次
清
水
等
を
案
内
し
、

図
書
館
で
は
「
前
田
慶
次
道
中
日
記
」
を
閲
覧
、
米
沢

の
特
色
あ
る
食
べ
物
や
方
言
等
を
質
問
さ
れ
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
慶
次
を
演
じ
た
藤
竜
也
氏
、
若
手
の
中
村

蒼
・
西
内
ま
り
あ
各
氏
も
案
内
、
慶
次
の
遺
品
等
を
見

学
し
、
舞
台
と
な
る
米
沢
の
雰
囲
気
を
感
じ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
ま
た
、
同
行
の
内
藤
チ
ー
フ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

ー
か
ら
、
米
沢
か
ら
見
た
台
本
チ
ェ
ッ
ク
の
依
頼
が
あ

り
、
順
次
台
本
が
市
立
米
沢
図
書
館
に
届
き
ま
し
た
。 

 
準
備
稿
を
確
認
し
、
米
沢
藩
の
役
職
や
地
域
性
（
廻

船
問
屋
は
無
か
っ
た
）
と
い
っ
た
歴
史
的
な
事
項
や
、

食
材
な
ど
で
気
が
付
い
た
点
を
指
摘
し
ま
し
た
。
一
例

を
示
せ
ば
、
慶
次
の
セ
リ
フ
に
「
ウ
コ
ギ
ご
飯
が
う
ま

く
炊
け
ま
し
た
」
と
あ
り
ま
し
た
が
、
一
緒
に
炊
く
も

の
で
は
な
く
、
茹
で
た
ウ
コ
ギ
を
ご
飯
に
混
ぜ
る
も
の

と
指
摘
、
完
成
台
本
で
は
、
「
慶
次
が
炊
け
た
ご
飯
に

料
理
し
た
ウ
コ
ギ
を
混
ぜ
て
い
る
」
と
変
更
さ
れ
ま
し

た
。
史
料
が
あ
ま
り
残
っ
て
い
な
い
晩
年
の
慶
次
を
描

い
た
時
代
劇
で
す
が
、
歴
史
的
な
見
方
や
米
沢
か
ら
の

指
摘
が
反
映
さ
れ
、
少
し
は
貢
献
で
き
た
と
感
じ
た
と

こ
ろ
で
す
。 

な
お
、
台
本
チ
ェ
ッ
ク
で
は
、
平
成
十
一
年
放
映
の

「
元
禄
繚
乱
」
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
赤
穂
浪
士
の
討

ち
入
り
事
件
を
描
い
た
ド
ラ
マ
で
、
吉
良
上
野
介
を
石

坂
浩
二
氏
、
上
杉
家
の
江
戸
家
老
・
色
部
又
四
郎
を
松

平
健
氏
が
演
じ
ま
し
た
。
上
杉
家
が
深
く
関
わ
る
こ
と

で
、
米
沢
市
史
編
さ
ん
室
の
小
野
榮
氏
が
時
代
考
証
を

担
当
、
小
野
氏
と
編
さ
ん
室
職
員
で
何
度
も
台
本
を
読

み
返
し
た
こ
と
が
記
憶
に
残
っ
て
い
ま
す
。 

「
天
地
人
」
の
影
響
と
歴
史
研
究
の
進
展 

平
成
二
十
一
年
放
映
の
「
天
地
人
」
は
、
上
杉
景
勝

の
重
臣
・
直
江
兼
続
が
主
人
公
で
、
妻
夫
木
聡
氏
が
兼

続
を
演
じ
ま
し
た
。
こ
の
ド
ラ
マ
に
よ
っ
て
兼
続
の
名

が
全
国
的
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
米
沢
市
上
杉
博

物
館
で
開
催
し
た
「
天
地
人
博
」
に
は
六
〇
万
人
を
超

す
来
館
が
あ
る
な
ど
、
米
沢
の
観
光
に
大
い
に
貢
献
す

る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。
松
が
岬
公
園
に
は
、
「
天

地
人
」
放
映
を
記
念
し
、
景
勝
・
兼
続
主
従
の
像
が
建

立
さ
れ
、
山
形
市
の
長
谷
堂
城
や
山
辺
町
の
畑
谷
城
に

も
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
、
史
跡
と
し
て
の
整
備
が
進

み
ま
し
た
。 

一
方
、
「
天
地
人
」
の
影
響
で
、
直
江
兼
続
に
関
す

る
多
く
の
書
籍
が
出
版
さ
れ
、
歴
史
研
究
も
大
き
く
進

展
し
た
こ
と
が
特
筆
さ
れ
ま
す
。
矢
田
俊
文
編
『
直
江

兼
続
』
（
高
志
書
院
）
と
い
っ
た
研
究
書
や
、
花
ケ
前

盛
明
・
横
山
昭
男
監
修
『
定
本 

直
江
兼
続
』
（
郷
土 
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「かぶき者 慶次」の撮影現場。 
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出
版
社
）
も
刊
行
さ
れ
、
私
自
身
も
分
担
執
筆
に
加
わ

っ
た
と
こ
ろ
で
す
。 

特
に
、
「
北
の
関
ヶ
原
」
と
称
さ
れ
た
東
北
を
舞
台

と
す
る
合
戦
に
関
し
、
古
文
書
の
発
見
や
再
検
討
が
進

め
ら
れ
、
関
ヶ
原
の
戦
い
の
結
果
が
、
い
つ
上
杉
軍
や

最
上
軍
に
伝
わ
っ
た
の
か
、
「
上
方
散
々
」
と
い
っ
た

文
書
の
語
句
の
解
釈
に
も
焦
点
が
当
て
ら
れ
、
研
究
が

進
展
し
ま
し
た
。
そ
の
成
果
は
、
福
島
県
文
化
振
興
財

団
編 

『
直
江
兼
続
と
関
ヶ
原
』
等
に
ま
と
め
ら
れ
て

い
ま
す
。 

「
八
重
の
桜
」
と
新
資
料
の
発
見 

 

平
成
二
十
五
年
放
映
の
「
八
重
の
桜
」
に
お
い
て
も
、

各
地
で
新
資
料
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
震
災
後
の
福
島

県
を
応
援
す
る
意
味
合
い
も
あ
り
、
会
津
藩
士
の
娘
・

山
本
八
重
（
後
に
新
島
襄
と
結
婚
し
新
島
八
重
と
な

る
）
の
生
涯
を
描
き
、
綾
瀬
は
る
か
氏
が
主
演
。
こ
れ

ま
で
全
国
的
に
は
無
名
で
あ
っ
た
八
重
が
一
躍
有
名

と
な
り
、
会
津
若
松
市
・
米
沢
市
・
北
海
道
・
兵
庫
県

な
ど
全
国
各
地
で
資
料
の
発
見
が
相
次
ぎ
、
大
河
ド
ラ

マ
の
影
響
力
を
実
感
し
た
と
こ
ろ
で
す
。 

 

米
沢
に
関
し
て
は
、
会
津
若
松
市
立
会
津
図
書
館
の

資
料
に
よ
っ
て
、
明
治
四
年
頃
に
八
重
が
米
沢
の
内
藤

新
一
郎
宅
に
寄
寓
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
、
そ
れ
を
受

け
、
市
立
米
沢
図
書
館
の
「
鶴
城
叢
書
」
の
中
か
ら
、

内
藤
新
一
郎
の
記
録
を
発
見
し
ま
し
た
。
そ
の
記
録
に

よ
り
、
米
沢
藩
士
の
内
藤
は
、
戊
辰
戦
争
に
際
し
、
大

砲
訓
練
の
た
め
会
津
藩
に
派
遣
さ
れ
、
八
重
の
最
初
の

夫
で
あ
る
川
崎
尚
之
助
に
砲
術
を
習
っ
た
こ
と
、
そ
の

縁
で
八
重
や
八
重
の
家
族
が
内
藤
家
に
寄
寓
し
た
こ

と
、
京
都
に
い
る
兄
の
山
本
覚
馬
か
ら
迎
え
の
話
が
届

き
京
都
に
向
か
っ
た
が
、
兄
嫁
は
離
縁
し
斗
南
藩
（
青

森
）
に
向
か
っ
た
こ
と
な
ど
、
新
事
実
が
明
ら
か
と
な

り
ま
し
た
。
更
に
、
市
立
米
沢
図
書
館
蔵
の
「
戊
辰
実

記
」
か
ら
、
新
政
府
軍
が
会
津
若
松
城
に
侵
攻
し
た
日
、

内
藤
は
会
津
の
山
本
家
に
滞
在
し
て
い
た
と
い
う
、
驚

く
べ
き
事
実
が
判
明
し
ま
し
た
。
こ
の
新
発
見
に
よ
っ

て
、
ド
ラ
マ
に
米
沢
の
場
面
も
登
場
し
ま
し
た
。 

今
後
の
期
待 

大
河
ド
ラ
マ
と
米
沢
の
縁
は
、
先
に
紹
介
し
た
ド
ラ

マ
以
外
に
も
、
昭
和
四
十
四
年
放
映
の
「
天
と
地
と
」
、 

四
十
五
年
放
映
の
「
樅
ノ
木
は
残
っ
た
」
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
平
成
十
九
年
放
映
の
「
風
林
火
山
」
の

際
は
、
上
杉
謙
信
役
を
演
じ
た
Ｇ
Ａ
Ｃ
Ｋ
Ｔ(

ガ
ク
ト)

氏
を
、
御
廟
所
や
宮
坂
考
古
館
に
案
内
し
、
火
縄
銃
も

紹
介
し
ま
し
た
。
ド
ラ
マ
で
同
氏
が
火
縄
銃
を
撃
つ
場

面
が
あ
り
、
参
考
に
な
っ
た
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

来
年
の
大
河
ド
ラ
マ
は
「
真
田
丸
」
で
す
。
真
田
信

繁
は
上
杉
景
勝
の
元
で
生
活
し
た
時
期
も
あ
り
、
景
勝

や
兼
続
が
登
場
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
困
窮

し
た
米
沢
藩
を
建
て
直
し
た
名
君
・
上
杉
鷹
山
を
描
い

た
大
河
ド
ラ
マ
や
時
代
劇
が
出
て
く
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。 
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上杉景勝公と直江兼続公 主従像。 

上、「鶴城叢書」表紙。 
左、川崎尚(庄)之助

のことが記載されて

いる内藤新一郎の褒

状記事。 



    

県
史
資
料
室
に
は
、
現
代
編
編
さ
ん

時
に
聴
取
・
作
成
し
た
五
〇
を
超
え
る

証
言
記
録
資
料
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
資

料
は
、
証
言
テ
ー
プ
を
基
に
、
そ
の
内

容
を
文
章
に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
そ

の
中
か
ら
、
戦
後
、
農
地
改
革
の
嵐
の

中
で
大
地
主
本
間
家
の
行
く
末
を
見
守

っ
て
き
た
本
間
久
治
氏
の
証
言
を
紹
介

し
ま
す
。 

 

農
地
改
革
は
、
地
主
制
の
解
体
を
め

ざ
し
て
昭
和
二
十
二
（
一
九
四
七
）
年

か
ら
二
十
五
年
に
行
わ
れ
た
占
領
下
の 

           

土
地
政
策
で
す
。
実
施
前
、
全
国
の
地

主
が
ど
の
よ
う
な
反
応
を
示
す
か
は
、

Ｇ
Ｈ
Ｑ
や
政
府
の
懸
念
す
る
所
で
し
た
。

農
地
改
革
直
前
の
本
間
家
は
、
水
田
一

四
四
四
、
畑
七
三
、
山
林
四
三
八
・
八
、

原
野
一
七
六
・
二
、
雑
地
五
（
以
上
、

単
位
は
町
歩
）
、
宅
地
一
〇
万
九
二
二

四
・
二
坪
を
所
有
す
る
日
本
一
の
地
主

で
し
た
（
『
酒
田
市
史
』
改
訂
版
・
下
巻
）。

本
間
家
は
、
小
作
地
管
理
の
た
め
の
代

家
・
差
配
人
制
度
、
争
議
解
決
の
た
め

の
共
栄
組
合
結
成
、
小
作
農
政
策
と
し

て
の
資
金
貸
付
な
ど
を
行
い
、
そ
の
独

自
な
管
理
機
構
が
経
営
を
揺
る
ぎ
な
い

も
の
に
し
て
い
た
と
さ
れ
ま
す
。
明
治

四
十
（
一
九
〇
七
）
年
に
は
、
資
本
金

七
二
万
円
を
も
っ
て
、
動
産
・
不
動
産

関
係
業
務
を
行
う
信
成
合
資
会
社
を
設

立
し
、
戦
後
は
こ
れ
が
商
社
的
活
動
の

基
盤
と
な
り
ま
し
た
。 

 

昭
和
十
八
年
、
九
代
当
主
本
間
光
正

氏
の
応
召
に
あ
た
り
、
従
兄
弟
の
本
間

祐
介
氏
が
本
間
家
業
務
を
任
さ
れ
ま
し

た
が
、
同
二
十
年
に
光
正
氏
が
死
去
し
、

農
地
改
革
を
含
め
た
戦
後
処
理
は
祐
介

氏
を
中
心
に
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ
の
時
、
祐
介
氏
の
相
談
役
と

な
っ
た
の
が
、
本
間
久
治
氏
で
す
。 

 

昭
和
二
十
年
十
二
月
二
十
五
日
、
ア

メ
リ
カ
の
新
聞
記
者
マ
ー
ク
・
ゲ
イ
ン

が
本
間
家
を
訪
れ
、
進
駐
軍
も
訪
問
す

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
翌
二
十
一
年
、

Ｇ
Ｈ
Ｑ
よ
り
本
間
家
に
対
し
て
農
地
改

革
に
つ
い
て
の
意
見
が
求
め
ら
れ
、
久

治
氏
は
、「
小
作
人
が
農
地
を
自
分
の
も

の
に
す
る
の
は
、
生
産
意
欲
を
高
め
る

上
で
良
い
事
だ
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け

で
は
い
か
ぬ
。（
略
）
農
地
に
も
一
定
規

模
の
広
さ
が
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
（
略
）

運
営
資
金
も
面
倒
を
見
る
必
要
が
あ

る
」（
本
間
久
治
氏
メ
モ
）
と
回
答
し
ま

す
。
そ
し
て
、
同
年
七
月
三
十
日
に
は
、

Ｇ
Ｈ
Ｑ
天
然
資
源
局
農
政
課
長
代
理
ラ

デ
ジ
ン
ス
キ
ー
が
来
訪
し
ま
す
。 

 

久
治
氏
の
証
言
は
、
農
地
改
革
と
い

う
歴
史
の
荒
波
に
直
面
し
た
大
地
主
本

間
家
の
姿
を
内
側
か
ら
伝
え
て
く
れ
た

も
の
で
す
。
戦
後
、
地
主
と
い
う
立
場

に
あ
っ
た
人
々
が
生
活
の
大
転
換
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
農
地
改
革
と
そ
の
後
の

歴
史
は
、
今
後
の
さ
ら
な
る
課
題
で
す
。 

（
山
内 

励
） 

                          「
農
地
改
革
と
本
間
家
の
役
割
」 

 
 

証
言
者 

 

本
間
久
治
氏 

 
 

聴
取
者 

 

田
村
寛
三
氏 

 
 

 
 
 
 

 

（
酒
田
市
史
編
纂
室
長
） 

 
 
 
 

 
 
 

丹
羽
謙
一 

（
県
史
編
さ
ん
事
務
局
） 

 
 

聴
取
月
日 

平
成
二
年
九
月
七
日 

聴
取
場
所 

酒
田
市
本
間
氏
宅 

 

〈
丹
羽
〉 

今
日
は
戦
後
の
農
地
改
革
等
に

つ
い
て
お
話
を
お
聞
き
し
た
く
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。（
略
） 

〈
丹
羽
〉 

当
時
、
本
間
家
の
こ
と
は
、
祐

介
さ
ん
と
、
ど
な
た
が
や
っ
て
お
ら
れ
ま
し

た
か
。 

〈
本
間
〉 

祐
介
さ
ん
は
、
言
う
な
れ
ば
総

理
大
臣
み
た
い
な
も
の
で
、
本
家
の
主
人
が

出
征
し
た
も
の
で
す
か
ら
、
そ
の
後
を
頼
ま

れ
て
総
ま
と
め
し
て
い
た
わ
け
で
す
。
元
也

さ
ん
が
外
交
面
で
、
市
会
議
員
も
し
、
農
政
、

農
会
と
か
を
し
て
い
ま
し
た
。
信
吉
さ
ん
が

営
業
の
方
で
、
営
業
は
当
時
お
店
と
言
っ
た

も
の
で
、「
お
店
の
親
方
」
と
言
っ
て
い
ま
し

た
。 

〈
田
村
〉 

そ
れ
に
対
し
、
本
邸
は
「
お
屋

敷
の
旦
那
」
と
言
う
ん
で
す
ね
。 

 

 

左から 2 番目が本間祐介氏、その後方 3
番目が本間久治氏、右端が酒井忠良氏。

④ 

〈
資
料
紹
介
〉
現
代
史
証
言 

 
「
農
地
改
革
と
本
間
家
の
役
割
」 



                          

                          

                          

                          

〈
本
間
〉 

与
一
さ
ん
と
い
う
方
が
お
り
、

そ
の
人
が
金
融
関
係
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。

最
初
、
私
は
そ
の
人
に
使
わ
れ
、
信
吉
さ
ん

が
亡
く
な
っ
て
か
ら
、
私
が
代
わ
り
に
お
店

の
方
を
任
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
日
記
に
、
二
十
一
年
五
月
、
農
地
問

題
委
員
会
が
つ
く
ら
れ
、
私
が
そ
の
委
員
長

に
な
っ
た
と
書
い
て
あ
り
ま
す
が
、
何
を
し

た
の
か
、
記
憶
が
あ
り
ま
せ
ん
。
記
憶
に
あ

る
の
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
農
地
改
革
に
対
す
る
意

見
書
。
そ
れ
に
対
し
て
、
私
が
返
答
案
文
を

書
い
た
覚
え
が
あ
り
ま
す
。（
略
） 

〈
本
間
〉 

恐
ら
く
、
意
見
書
を
受
取
っ
て
、

向
こ
う
で
も
了
解
し
た
と
思
い
ま
す
。
た
だ

し
、
実
行
す
る
の
は
日
本
の
政
府
で
す
か
ら
、

す
ぐ
に
は
手
を
打
て
な
か
っ
た
と
思
う
ん
で

す
。
資
金
を
貸
し
て
や
る
と
か
、
い
ろ
ん
な

こ
と
が
あ
り
、
た
だ
自
作
農
に
さ
え
す
れ
ば

良
い
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
わ
け

で
す
ね
。
条
件
が
、
す
ぐ
に
は
や
れ
な
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。 

 

結
局
、
そ
う
い
う
こ
と
は
、「
信
成
合
資
」

で
す
で
に
実
行
し
て
い
た
わ
け
で
し
て
、
言

わ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
そ
こ
だ
っ
た
ん
で

す
。
（
略
） 

〈
本
間
〉 

私
自
身
も
一
〇
数
町
歩
田
地
を 

持
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
も
含
め
て
、

農
地
改
革
に
は
、
さ
ば
さ
ば
し
た
気
持
ち
で

対
応
で
き
た
ん
で
す
ね
。
で
も
鶴
岡
の
酒
井

家
で
は
大
分
抵
抗
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。 

 

本
間
家
の
こ
と
は
、
こ
う
い
う
一
面
も
あ

る
し
、
後
で
ラ
デ
ジ
ン
ス
キ
ー
な
ど
が
来
て
、

途
中
か
ら
コ
ロ
ッ
と
手
の
ひ
ら
を
返
す
よ
う

に
本
間
家
を
褒
め
て
、
こ
ち
ら
が
こ
そ
ば
ゆ

い
く
ら
い
で
し
た
。
後
で
考
え
る
と
、
あ
の

頃
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
政
策
が
変
わ
っ
て
行
っ
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。
ソ
連
と
の
関
係
で
。（
略
） 

〈
丹
羽
〉 

ラ
デ
ジ
ン
ス
キ
ー
は
ど
ん
な
こ

と
を
話
し
て
い
ま
し
た
か
。 

〈
本
間
〉 
「
自
分
は
見
に
来
た
」
と
。
何

を
見
に
来
た
か
と
い
う
と
、
こ
れ
は
後
で
わ

か
っ
た
こ
と
で
す
が
、「
地
主
の
言
う
こ
と
と

小
作
人
の
言
う
こ
と
は
皆
反
対
に
な
っ
て
い

る
。
自
分
の
今
ま
で
の
経
験
で
、
ど
こ
へ
行

っ
て
も
そ
う
だ
。
と
こ
ろ
が
、
こ
こ
で
は
農

村
を
歩
い
て
み
て
も
、
地
主
の
言
う
こ
と
と

小
作
人
の
言
う
こ
と
が
皆
同
じ
だ
っ
た
。
こ

う
い
う
の
は
珍
し
い
」
と
言
っ
て
い
ま
す
ね
。 

〈
丹
羽
〉 

こ
の
本
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
編
『
再
現
ド

キ
ュ
メ
ン
ト 

日
本
の
戦
後
（
上
）
』
）
を
見

ま
す
と
、
ラ
デ
ジ
ン
ス
キ
ー
は
農
地
改
革
に

つ
い
て
の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
ブ
レ
ー
ン
の
よ 

う
で
す
ね
。 

〈
本
間
〉 

名
前
か
ら
み
る
と
ロ
シ
ア
系
の

よ
う
で
す
が
、
非
常
に
公
正
で
学
者
肌
の
人

で
し
た
。
本
間
家
か
ら
出
し
た
意
見
書
の
如

何
に
よ
っ
て
は
、
対
応
が
変
わ
っ
た
だ
ろ
う

と
思
い
ま
す
。
一
番
の
大
地
主
が
こ
う
い
う

さ
ば
さ
ば
し
た
意
見
を
出
し
た
も
の
で
す
か

ら
、
よ
し
こ
れ
で
い
け
る
と
思
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
が
大
反
対
で
あ
っ

た
ら
、
ど
う
な
っ
て
い
た
か
わ
か
り
ま
せ
ん

け
ど
ね
。
（
略
） 

〈
本
間
〉 

改
革
に
対
し
て
、
誰
も
喜
ん
で

は
し
な
い
け
れ
ど
、
私
は
じ
め
、
何
も
そ
う

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
異
を
唱
え
る
と
か
行
動

を
も
っ
て
表
す
と
か
い
う
こ
と
は
、
一
切
な

か
っ
た
で
す
か
ら
ね
。
で
も
、
全
国
か
ら
、

も
っ
と
動
け
と
か
、
一
緒
に
集
ま
っ
て
と
か
、

い
ろ
ん
な
地
主
か
ら
来
ま
し
た
よ
。 

〈
丹
羽
〉 

ど
ん
な
こ
と
を
言
っ
て
き
た
も

の
で
す
か
。 

〈
本
間
〉 

改
革
に
反
対
し
ろ
、
お
ま
え
の

と
こ
ろ
が
先
頭
に
立
て
ば
、
我
々
皆
つ
い
て

行
く
か
ら
と
、
手
紙
や
人
も
た
く
さ
ん
来
ま

し
た
。 

〈
田
村
〉 

充
分
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
す
ね
。

連
合
を
結
ん
で
反
対
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で 

す
ね
。
そ
れ
に
対
し
て
本
間
家
で
は
ど
う
し

ま
し
た
か
。 

〈
本
間
〉 

意
見
書
を
出
し
た
あ
と
で
す
か

ら
、
立
つ
鳥
後
を
濁
さ
ず
と
い
う
こ
と
で
、

そ
れ
は
取
り
合
わ
な
か
っ
た
ん
で
す
。
（
略
） 

〈
本
間
〉 

本
間
家
で
は
、
昔
か
ら
、
時
勢

が
固
ま
っ
て
き
た
時
は
、
あ
ま
り
官
憲
に
対

し
て
大
反
対
を
し
な
い
、
時
の
政
治
に
順
応

し
て
行
く
と
い
う
思
想
が
あ
っ
た
よ
う
で
す

ね
。
（
略
） 

〈
丹
羽
〉 

お
せ
い
さ
ん
と
い
う
方
が
こ
こ

（
前
掲
書
）
に
出
て
く
る
の
で
す
が
。
こ
の

方
は
ど
ん
な
方
で
し
た
か
。 

〈
本
間
〉 

光
弥
さ
ん
の
奥
さ
ん
、
光
正
さ

ん
の
お
母
さ
ん
の
「
靜
」
さ
ん
で
す
ね
。
そ

の
人
は
、
非
常
に
度
量
の
大
き
い
方
で
し
た

ね
。
だ
か
ら
、
祐
介
さ
ん
が
分
か
ら
な
い
こ

と
な
ん
か
相
談
に
行
く
と
、
あ
な
た
が
任
せ

ら
れ
た
ん
だ
か
ら
、
思
う
通
り
に
や
っ
て
く

れ
て
良
い
で
す
か
ら
と
、
全
然
く
ち
ば
し
を

は
さ
ま
な
い
人
で
し
た
。 

た
だ
、
戦
後
、
記
者
会
見
に
行
っ
た
時
、

新
聞
記
者
の
一
人
が
、「
今
ま
で
で
何
が
一
番

悲
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
か
」
と
、
今
流
行
の

言
い
そ
う
な
こ
と
を
聞
い
た
ん
で
す
ね
。
恐

ら
く
は
、
田
地
を
な
く
し
て
と
か
の
答
え
を 

⑤ 



                          

                          

                          

                          

期
待
し
て
言
っ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
が
ね
。

と
こ
ろ
が
、
豈
図
ら
ん
や
、「
一
番
悲
し
か
っ

た
の
は
、
自
分
よ
り
も
早
く
自
分
の
伜
（
光

正
氏
）
に
死
な
れ
た
こ
と
だ
」
と
圧
倒
し
た
。

記
者
の
下
司
な
考
え
で
、
財
産
上
の
こ
と
を

言
わ
せ
よ
う
と
し
た
の
が
、
外
れ
て
し
ま
っ

た
。
普
通
の
人
な
ら
、
田
地
の
グ
チ
を
言
う

で
し
ょ
う
が
、
そ
こ
が
違
う
人
で
す
ね
。（
略
） 

〈
本
間
〉 

戦
後
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
っ

て
ね
。
当
時
の
小
作
人
た
ち
が
、
本
間
家
も

含
め
て
皆
飯
米
に
も
困
っ
て
い
る
と
、
話
を

聞
い
て
、
「
皆
で
米
を
出
そ
う
で
は
な
い
か
」

と
い
う
運
動
が
始
ま
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
が
、
最
初
、
広
野
村
か
ら
で
し
た

が
、
話
が
た
ち
ま
ち
庄
内
中
に
広
ま
っ
て
、

「
俺
ん
と
こ
ろ
も
出
そ
う
」「
俺
ん
と
こ
ろ
も

出
そ
う
」
と
ヤ
ン
ヤ
ン
と
言
っ
て
来
た
わ
け

で
す
。
私
は
、
当
時
、
そ
う
い
う
こ
と
を
さ

れ
て
も
、
立
つ
鳥
跡
を
濁
さ
ず
と
い
う
時
に
、

自
分
た
ち
だ
け
米
を
も
ら
っ
て
タ
ラ
フ
ク
食

っ
て
も
何
も
う
れ
し
い
こ
と
は
な
い
し
だ
め

だ
と
言
っ
て
、
皆
断
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
な

ん
ぼ
断
っ
て
も
聞
か
な
い
の
は
広
野
村
で
、

「
ど
う
し
て
も
、
印
だ
け
取
っ
て
く
れ
。
皆

一
合
ず
つ
集
め
て
来
る
ん
だ
か
ら
、
何
も
お

か
し
い
こ
と
は
な
い
」
と
、
が
ん
ば
っ
て
し 

ょ
う
が
な
い
。
こ
の
話
を
警
察
で
聞
き
つ
け

て
、「
何
と
か
そ
れ
を
も
ら
っ
て
酒
田
市
民
に

分
け
て
く
れ
」
と
言
う
ん
で
す
。
そ
う
す
れ

ば
小
作
人
の
気
持
ち
も
違
う
だ
ろ
う
が
、「
ま

だ
本
間
家
で
は
そ
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
い
る

ん
だ
」
と
後
ろ
暗
い
よ
う
な
こ
と
も
あ
る
か

ら
、
絶
対
だ
め
だ
と
断
っ
た
が
、
と
う
と
う

断
り
き
れ
な
い
で
、
四
俵
で
し
た
か
よ
こ
す

こ
と
に
な
っ
て
ね
。
そ
れ
を
荷
車
に
つ
け
て

ね
。
当
時
一
番
の
関
門
が
両
羽
橋
で
、「
私
が

自
転
車
で
行
き
、
検
査
の
巡
査
が
立
っ
て
い

た
ら
帰
っ
て
来
る
か
ら
」
と
、
行
っ
た
ら
、

悪
運
強
く
、
立
っ
て
い
な
か
っ
た
。
ま
っ
す

ぐ
通
っ
て
農
場
ま
で
行
っ
て
、
農
場
で
本
家

に
あ
げ
る
と
い
う
こ
と
に
し
て
、
私
ら
は
後

は
一
切
関
係
な
し
と
、
や
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
今
だ
か
ら
話
せ
る
こ
と
で
す
が
ね
。 

〈
田
村
〉 

た
い
し
た
も
の
で
す
ね
。
恩
義

に
感
じ
る
と
い
う
の
は
。 

〈
丹
羽
〉 

そ
こ
を
言
い
た
か
っ
た
の
で
し

ょ
う
ね
。
ラ
デ
ジ
ン
ス
キ
ー
が
来
た
時
に
も
。

祐
介
さ
ん
が
、
地
主
と
小
作
人
の
愛
と
は
親

子
関
係
だ
と
言
っ
て
い
ま
す
ね
。
農
地
改
革

に
は
そ
こ
が
抜
け
て
い
る
と
。（
略
） 

〈
丹
羽
〉  

政
府
の
買
上
価
格
が
一
反
歩
七

六
〇
円
と
、
こ
の
本
（
前
掲
書
）
に
は
書
い 

て
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
当
時
は
一
反
歩
ど
の

く
ら
い
し
た
ん
で
し
ょ
う
か
。 

〈
本
間
〉 

忘
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
政

府
か
ら
は
一
〇
年
国
債
で
も
ら
い
ま
し
た
。

そ
の
国
債
も
、
本
家
の
場
合
は
、
財
産
税
と

か
、
当
時
光
正
さ
ん
が
死
ん
だ
も
ん
で
す
か

ら
、
相
続
税
と
か
、
全
部
そ
れ
に
当
て
ま
し

た
。
そ
れ
以
外
に
、
ど
う
や
っ
て
税
金
を
払

う
か
と
い
う
こ
と
で
…
。
た
と
え
ば
、
会
社

の
土
地
を
売
る
と
、
単
価
が
、
当
時
は
帳
簿

価
格
坪
二
円
と
か
三
円
と
書
い
て
い
る
。
す

る
と
、
売
っ
た
も
の
は
ほ
と
ん
ど
皆
税
金
で

持
っ
て
行
か
れ
る
。
も
の
を
売
っ
て
納
め
よ

う
と
し
て
も
納
め
ら
れ
な
い
ん
で
す
よ
。 

 

そ
れ
で
困
っ
て
、
当
時
の
大
蔵
大
臣
の
と

こ
ろ
に
会
い
に
行
っ
た
ん
で
す
。
ド
ブ
ロ
ク

持
っ
て
。
そ
れ
で
も
駄
目
で
、
結
局
、
悩
み

に
悩
ん
で
…
。
か
な
り
後
に
な
っ
て
、
合
資

会
社
の
資
産
再
評
価
と
い
う
こ
と
が
あ
っ

て
、
こ
こ
に
来
た
大
谷
と
い
う
エ
リ
ー
ト
の

若
い
税
務
所
長
に
相
談
し
て
い
た
の
で
す

が
、
相
談
し
て
い
る
う
ち
名
古
屋
に
転
勤
に

な
り
、
名
古
屋
ま
で
追
い
か
け
て
行
っ
て
、

何
と
か
再
評
価
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
株
式

会
社
の
評
価
は
で
き
て
い
た
が
、
合
資
会
社

の
が
な
か
っ
た
か
ら
、
や
っ
て
く
れ
な
け
れ 

ば
、
ど
う
し
た
っ
て
納
め
ら
れ
な
い
か
ら
と

言
っ
た
ら
、
そ
の
人
が
尽
力
し
て
、
と
う
と

う
資
産
の
再
評
価
が
で
き
る
よ
う
、
そ
う
い

う
法
律
を
つ
く
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
大
谷
さ

ん
と
は
今
で
も
懇
意
に
し
て
い
ま
す
。 

 

や
っ
と
の
こ
と
で
、
信
成
合
資
の
資
産
を

再
評
価
し
て
も
ら
い
、
以
前
の
も
の
が
何
倍

か
な
れ
ば
い
く
ら
か
余
裕
が
出
る
か
ら
、
税

金
を
払
っ
て
、
や
っ
と
動
い
て
行
け
た
ん
で

す
ね
。
農
地
改
革
も
、
そ
の
後
の
方
が
苦
労

が
す
ご
か
っ
た
で
す
よ
。
全
部
私
の
責
任
だ

っ
た
も
の
。（
略
） 

〈
本
間
〉  

税
金
問
題
は
何
年
か
後
に
解
決

し
た
が
、
残
っ
た
の
は
、
市
街
の
土
地
と
、

山
林
が
い
く
ら
か
で
す
ね
。
そ
れ
だ
け
し
か

残
ら
な
い
。 

〈
田
村
〉 

光
ヶ
丘
は
残
っ
た
わ
け
で
す
ね
。 

〈
本
間
〉 

光
ヶ
丘
は
、
公
共
の
た
め
に
尽

く
す
運
動
場
と
か
野
球
場
と
か
に
し
た
も
の

だ
か
ら
、
そ
れ
は
金
に
は
し
な
か
っ
た
で
す

ね
。
貸
す
よ
う
な
形
式
で
し
た
。
（
略
） 

〈
丹
羽
〉 

今
日
は
い
ろ
い
ろ
お
話
を
聞
か

せ
て
い
た
だ
き
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

⑥ 



   

山
形
県
広
報
誌
『
県
民
の
あ
ゆ
み
』

の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
数
多
く
の
記

録
写
真
が
撮
影
さ
れ
て
い
ま
す
。
県
史

編
さ
ん
室
で
は
、
そ
の
う
ち
、
年
代
が

古
く
な
っ
た
記
録
写
真
を
、
歴
史
資
料

と
し
て
受
け
継
い
で
い
ま
す
。
こ
れ
ら

は
広
報
誌
と
共
に
、
県
が
取
り
組
ん
だ

時
事
の
テ
ー
マ
や
イ
ベ
ン
ト
の
姿
を
伝

え
て
く
れ
る
貴
重
な
も
の
で
す
。 

 

現
在
、
平
成
三
十
二
（
二
〇
二
〇
）

年
開
催
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
関

心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
国
際
的
な
イ

ベ
ン
ト
は
、
日
本
全
体
の
あ
ゆ
み
に
も

影
響
し
ま
す
。
昭
和
三
十
九
（
一
九
六

四
）
年
に
開
催
さ
れ
た
第
一
八
回
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
は
、
日
本
が
招
致

し
た
最
初
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
す
。
当

時
、
山
形
県
や
県
内
市
町
村
が
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
ど
の
よ
う
に
迎
え
た
か
、

記
録
写
真
や
広
報
誌
か
ら
見
て
み
ま
す
。 

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
開
催
地

と
な
っ
た
東
京
都
以
外
の
地
域
が
直
接

係
わ
っ
た
イ
ベ
ン
ト
は
、
国
内
を
四
つ

の
コ
ー
ス
で
駆
け
抜
け
た
聖
火
リ
レ
ー

で
す
。
山
形
県
内
の
聖
火
リ
レ
ー
は
、

三
コ
ー
ス
に
属
し
、
九
月
二
十
六
日
に

雄
勝
峠
で
秋
田
県
か
ら
受
け
継
ぎ
、
国

道
十
三
号
線
を
南
下
し
、
尾
花
沢
・
山

形
（
二
泊
）・
米
沢
・
小
国
に
宿
泊
し
て
、

十
月
一
日
に
荒
川
渓
谷
を
通
っ
て
新
潟

県
に
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、

二
一
四
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
一
五
五

区
間
に
、
正
走
者
・
副
走
者
・
随
走
者

と
し
て
中
学
・
高
校
生
を
含
む
多
く
の

若
者
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

『
県
民
の
あ
ゆ
み
』
で
は
、
昭
和
三

十
九
年
九
月
号
に
「
県
内
聖
火
リ
レ
ー

コ
ー
ス
」
を
、
十
月
号
の
表
紙
に
「
聖

火
リ
レ
ー
県
都
入
り
」
の
写
真
（
白
黒
）

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
十
一

月
号
の
表
紙
に
は
、
メ
ダ
リ
ス
ト
ら
を

招
致
し
て
県
体
育
館
で
行
わ
れ
た
ア
フ

タ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
写
真
を
載
せ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
リ
レ
ー
前
半
区
間
の

記
録
写
真
が
数
十
点
残
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
活
用
す
る
取

り
組
み
と
し
て
、
知
事
を
会
長
と
す
る

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
山
形
県
観
光
対
策

委
員
会
が
組
織
さ
れ
、
観
光
客
の
誘
致
、

選
手
村
等
へ
の
花
笠
音
頭
や
羽
黒
山
伏

の
派
遣
、
外
人
選
手
等
招
聘
に
よ
る
模

範
試
合
の
開
催
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

一
方
、
市
町
村
の
広
報
誌
を
見
る
と
、

聖
火
が
通
過
し
た
一
六
市
町
の
大
半
は
、

ラ
ン
ナ
ー
募
集
や
リ
レ
ー
通
過
前
の
予

告
、
通
過
後
の
紹
介
な
ど
聖
火
リ
レ
ー

に
関
し
た
記
事
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
聖
火
ル
ー
ト
に
入
ら
な
い
市

町
村
で
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
取
り
上

げ
た
記
事
は
わ
ず
か
で
す
。
中
山
町
の

九
月
十
五
日
号
に
「
東
京
に
オ
リ
ン
ピ

ア
の
火 

家
庭
や
職
場
に
ス
ポ
ー
ツ

を
」
、
十
月
十
五
日
号
に
「
世
紀
の
祭
典

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
長
（
長
崎
）
小
で

も
聖
火
リ
レ
ー
（
模
擬
リ
レ
ー
）
」
の
記

事
が
見
ら
れ
る
ほ
か
、
遊
佐
町
の
昭
和

四
十
年
一
月
十
日
号
に
「
堂
々
！
金
・

銀
賞
を
獲
得 

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
鈴

木
俊
雄
選
手
」
の
記
事
が
見
ら
れ
ま
す
。 

と
こ
ろ
で
、
同
じ
年
の
六
月
十
六
日

午
後
一
時
一
分
五
十
八
秒
に
、
新
潟
地

震
と
い
う
″
魔
の
一
瞬
″
を
体
験
し
た

庄
内
地
方
で
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ど
こ

ろ
で
は
な
い
人
も
大
勢
い
た
と
思
わ
れ

ま
す
。
県
観
光
対
策
委
員
会
に
理
事
と

し
て
加
わ
っ
た
の
は
、
庄
内
で
は
羽
黒

町
長
の
み
で
す
。
ち
な
み
に
本
県
の
地

震
被
害
は
、
死
傷
者
七
四
名
、
被
害
総

額
二
〇
四
億
二
五
万
四
〇
〇
〇
円
で
あ

っ
た
と
『
県
民
の
あ
ゆ
み
』
七
月
号
に

記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
よ
う
な
国
際
的
な

イ
ベ
ン
ト
が
国
民
に
も
た
ら
す
効
果
や

影
響
は
、
一
概
に
は
把
握
で
き
ま
せ
ん
。

で
す
が
、
自
治
体
が
係
る
イ
ベ
ン
ト
に

は
住
民
参
加
が
と
も
な
い
ま
す
。
公
的

働
き
か
け
の
有
無
が
、
国
民
意
識
の
違

い
を
生
み
ま
す
。
そ
れ
ら
を
見
つ
め
直

す
こ
と
で
、
イ
ベ
ン
ト
の
歴
史
的
意
義

を
改
め
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

（
山
内 

励
） 

          

 

広
報
関
係
資
料
に
み
る 

「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」 

(1) 雄勝峠に整列した秋田・山形両

県の聖火ランナー。 
(2) 秋田県副知事から山形県聖火リ

レー実行委員長へ渡された聖火。 

 
(1) (2) 

⑦ 



                          

                          

                          

                          

(7) 

市町村名 広報誌記事（昭和 39 年） 

真室川町 
【9 月 5 日号】「いよいよオリンピック!!聖火当町若人の手でリレ

ー」 

金山町 
【9 月 10 日号】「若人の手によって聖火リレー 九月二十六日本

町を通過」、【10 月 10 日号】「聖火リレー 写真特集」 

新庄市 10 月号未見のため記事未確認 

舟形町 【9 月 20 日号】「オリンピアの火わが町を行く」 

尾花沢市 

【9 月 10 日号】「国旗をかゝげて聖火を迎えましょう」・「本市を走

る聖火ランナー」、【10 月 10 日号】表紙写真、「聖火を迎えて」・

「聖火にわいた二日間 世紀の役目みごと果す」、【12 月 10 日

号】「聖火一泊歓迎にわく 初の市民オリンピックも開催」 

村山市 【10 月 5 日号】「オリンピック聖火本市通過」 

東根市 【10 月 1 日号】表紙写真、「出羽路を走る聖火」 

天童市 
【9 月 15 日号】「オリンピック聖火 27 日に市内通過」、【10 月 1

日号】表紙写真、「平和と成功を託し聖火市内を無事通過」 

山形市 

【9 月11日号】「聖火リレーランナー決まる 全市をあげて声援を

送ろう」、【9 月 21 日号】「聖火を『日の丸』で迎えよう」、【10 月 1

日号】表紙写真 

上山市 

【9月1日号】「悲願を胸に全国を走破 清野さん親子のリレーマ

ラソン」、【9月20日号】聖火リレー予告「迎えよう日の丸で 聖火

リレー9 月 29 日通過」、【10 月 5 日号】表紙写真、「“若い力”で

聖火をリレー」 

赤湯町 

【9 月15 日号】「通過するオリンピックの聖火 晴れの正走者など

きまる」、【10 月 15 日号】「まなうらに燃える聖火 オリンピックを

菊で飾ろう」 

高畠町 

【7 月 15 日号】「がんばれ伊沢選手 高校生でただ一人のオリン

ピック選手」、【9 月 15 日号】「がんばれ伊沢選手－町あげての

声援－」、【10 月 15 日号】表紙写真、「歓迎された聖火」 

米沢市 
【9 月 15 日号】「オリンピアの火が通る!!29・30 日全市国旗で迎

えよう」、【10 月 1 日号】「聖火ともる！」 

川西町 関連記事なし 

飯豊町 

【5 月 10 日号】「五輪マーク・標語の乱用をさけましょう」、【6 月

10 日号】「オリンピック東京大会 国内聖火リレー走者募集」、【7

月 15 日号】「世界の祭典 オリンピック近し」、【9 月 15 日号】「国

旗でむかえよう 聖火リレー」、【10 月 15 日号】「田中さんらの手

で聖火一路東京へ」 

小国町 

【5 月 15 日号】「オリンピック聖火リレー 国内リレー走者を募

集」、【7 月 15 日号】「オリンピック聖火リレーなど 体協の事業計

画きまる」、【9 月 15 日号】「東京オリンピック きれいな町で聖火

を迎えよう」、【10 月 15 日号】「おお感激の聖火 秋晴れの郷土

に迎える」 

 

 

山
形
県 

県
史
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三
―
一
二
一
六 

 

 

 

 

(3) 尾花沢市内に向かう聖火ランナー。 
(4) 天童市乱川橋で引き継がれた聖火。 
(5) 県庁に入る聖火ランナー。 
(6) 県庁バルコニーに立つ聖火ランナー。 
(7) 県知事と向き合う聖火ランナー。 
(8) 赤湯町鳥上坂を下る聖火ランナー。 

(3) (4) 

(5) 

(6) 

(8) 

⑧ 


